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西成公民館合同役員会の報告 

 令和５年度の西成公民館合同役員会は６月８

日午後７時から大会議室で開催されました。対面

形式での実施は実に３年ぶり。雨が降り出しそう

な空模様でしたが、８７名の役員・委員の方々に

ご出席いただきました。 

          合同役員会（総会） 

 開会の挨拶、協力部役員のご紹介に続き、議長

席に館長が着き４学習部部長が今年の事業計画

を説明。質疑応答を経て案は承認されました。 

 

７月１５日に迫っている公民館夏祭りについて

は、別途、主管の家庭学習部・伊藤副館長が祭り

の概要を説明しました。 

      ６月２９日の夏祭り合同会議 

 盆踊り大会がメインの夏祭りは４年ぶりの実

施となるため、直近の担当経験者が皆無です。要

領不明で当日混乱する心配があり、６月２９日夜

関係者全体の合同会議を開き、主催側として不明

な点の確認・意見交換をおこないました。 

各学習部主催の講座・スポーツ大会などの予定 
各学習部が予定している５年度事業。開催時期が近づけば回覧やホームページで募集案内します。 

＜家庭・青少年学習事業＞ 

◯ 8/19(土) 9:30～11:30          西成公民館 

 DNA の紙模型を親子で作ろう 講師：中島 美幸 

◯ 8/26(土) 9:30～11:30         西成公民館 

 親子グミづくり体験    講師：橋本 美彦 

 ＜成人・高齢者学習事業＞ 

◯10/12(木) 19:00～20:30        西成公民館 

 ＡＩを学ぶ  講師：ベガシステムズ  若尾 和正 

◯10/19(木) 19:00～20:30        西成公民館 

  坊さん漫才      講師：中村 亮・土井 恵信 

◯10/26(木) 19:00～20:30     西成公民館 

  落語講座     講師：岡田 茂樹(経大亭勝笑) 

◯11/ 2(木) 19:00～20:30       西成公民館 

  知って安心、介護保険  講師：介護保険課 

◯11/ 9(木) 9:00～17:00 バスによる社会見学 

＜女性学習事業＞ 

◯ 9/13(水)  9:30～11:30        西成公民館 

  坊さん漫才     講師：中村 亮・土井 恵信 

◯ 9/20(水)  9:30～11:30        西成公民館 

 笑顔がつながる子育て支援センター 

           講師：子育て支援センター 

 



◯ 9/27(水)  9:30～11:30        西成公民館 

 和菓子作り教室      講師：野田屋 野田 錦市 

◯10/ 4(水)  9:30～11:30        西成公民館 

 書いてみよう！エンディングノート 

                  講師：高年福祉課 

◯10/13(金) 9:00～17:00 バスによる社会見学 

＜体育レクリエーション事業＞ 

◯ 9/10(日)  9:00～12:00    西成小・中学校  

 ビーチボール大会         屋内運動場 

◯10/15(日)  9:00～12:00   瀬部スポーツ広場 

  ソフトボール大会 ① 

◯10/22(日)  9:00～12:00   瀬部スポーツ広場 

  ソフトボール大会 ② 

◯11/26(日)  9:00～12:00         赤見小学校 

 女子バレーボール         屋内運動場 

   ４校下の運動会予定 

◯ 浅野校区町民運動会    会場：浅野小学校 

  9/24(日)     予備日：10/1(日) 

◯ 瀬部校下町内運動会      会場：瀬部小学校 

  10/1(日)          予備日：10/8(日） 

◯ 西成地区運動会        会場：西成東小学校 

  10/8(日)     予備日：10/29(日) 

◯ 赤見校下ふれあい運動会  会場：赤見小学校 

  10/21(土)         予備日：なし 

一宮市公民館指導者研修会 

 ６月１７日尾西生涯学習センター大ホールで開

かれ、館長はじめ７名が参加しました。講師は松本

大学の木下巨一
きのしたのりかず

氏。驚いたのは、５月に訪問した飯

田市公民館（飯田市中央公民館＝右写真）で副館長

など２０年近く勤められ、次に県の生涯学習担当と

して県下公民館を巡回指導され、その実績を買われ

ていまは大学で地方自治（地域づくり）を教えてお

られるということでした。 

 木下氏は例えば、コロナで人びとが「こまった」

時こそがチャンスである。地域住民の「もやもや
、、、、

」

を公民館を「学びほぐし
、、、、、

」
、
の場として利用し「すっ

、、

きり
、、

」へと向かわせることができるだろう。公民館

は単なるカルチャーセンターではもの足らない。そ

の点「信州は公民館王国」だと県民は思っていると

嬉しそうに語られました。 

 県民が自ら公民館事業を企画することで学びが

深まり自治が進化する。行政と県民の距離が近くな

る。信州ではそういった先進的な取り組みがおこな

われているという実に刺激的な講演でした。 

優良公民館視察研修会 

 上の記事に関連しますが、５月１８～１９日連区

公民館長会主催の一泊研修がおこなわれ１３名が

参加しました。行き先は山梨県甲斐市敷島公民館、

長野県飯田市公民館。共に「優良公民館」として文

科大臣賞を受賞。どちらでも説明は若手の女性職員

が担当。万事に精通しているという印象でした。彼

女たちの斬新な発想と行動力が地域住民と公民館

のつながりを強くしているとの印象を受けました。 

飯田市公民館に設けられているPost-It黒板と高校生講座黒板。
投稿自由。専門会議を経て公民館事業に反映されていく。 

 


